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従来洗濯 による布 地の損傷 は多 く強度変化（ 強度法）

によってい た。私共 も前にお むつ用 のあ らい織物 の機械

洗い による損傷 をみるのに適 切な方 法とし て重量 による

変化（重量法）を とり，これ と強度法をあ わせ報 告し て

きた。今 までは布を継続浸漬し長時間洗濯す る方 法によ

ったので今回は１時間洗濯後脱水乾燥 と,  1 時 間洗濯後

浸漬 のままとの各々 を繰 り返して長時間洗 った時 の処理

の違いに よる影響を調 べる 目的で両方法 によ り 検 討 し

た。

洗 濯機 は損 傷率の大きいＦ 社二重噴流（ 強） と小 さい

Ｎ社反転（弱） を使用し，供試布は綿 の平織 とバ ーズア

イ 織で行 ない洗剤は使 わず，浴比1 : 30, 液温28 °C±3

とし１時 間機械 を回転し，後30分休止し た。休止 間浸漬

し たものを継続洗濯，脱水 乾燥し たものを脱水洗濯 とす

る。可動 時間４時 間毎 に５回 と23,  25時間 目に重 量測定

し た。布乾燥 と気湿 による布重量 への影響 は調整 布を別

に用意し 補正し た。更 に大試 料より30本 糸密度 補正し た

小試料（35  × 5） の重量・ 強度を測定し た。

洗濯機 による綿布 の損傷 をみる場合，強度法は同一試

料 布の時 間経 過による変化 は調 べられない。重量 法は大

試 料で相 互重 量の入 れ合わせで同一重 量に整えることが

で きるので洗濯 時間毎 の重 量条件 が揃う長 所がある。 布

別 の損傷はバーズアイ が強度重量とも大で前の報告と同

じ である。洗濯経過時 間の要因は1% の危険率 で有 意で，

洗 濯処理 間で は脱水 乾燥が損傷が大きい 傾向 は み ら れ

る。


